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平成25年11月８日 

各   位 

 

 

 

 

 

 

 

第三者割当による新株式発行に関するお知らせ 

 

 

当社は平成25年11月８日開催の取締役会において、第三者割当による新株式発行について決議いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

１.募集の概要 
 

(1) 発    行    期    日 平成 25 年 11 月 28 日（木曜日） 

(2) 発 行 新 株 式 数 普通株式   1,611,375株 

(3) 発    行    価    額 １株につき  211円 

(4) 発 行 価 額 の 総 額 340,000,125円 

(5) 資  本  組  入  額 １株につき  106円 

(6) 資 本 組 入 額 の 総 額 170,805,750円 

(7) 募 集 又 は 割 当 方 法 第三者割当の方法により、1,611,375株を大西好祐氏に割り当てる。

(8) そ       の       他 前記各号については、金融商品取引法による有価証券届出書の効力
発生を条件とする。 

（注１）第三者割当の方法により行うものとし、一般募集は行いません。 

（注２）発行価格は会社法上の払込金額であり、資本組入額は会社法上の増加する資本金の額であり 

ます。 

（注３）申込みの方法は、総数引受契約を締結し、払込期日に後記払込取扱場所へ発行価額の総額を 

払込むものとします。 

（注４）払込期日までに、本第三者割当の割当予定先との間で総数引受契約を締結しない場合は、本 

第三者割当は行われないこととなります。 

 

２.募集の目的及び理由 

当社は、当社の収益の基盤である寿し持ち帰り事業に特化し、直営店舗主体の体制からフラン

チャイズ主体の収益構造へ転換することを目的として、平成25年4月から順次小僧寿し業態の社員

独立及び営業権売却を行い、平成25年3月に宅配寿し業態、平成25年9月に回転寿し業態の事業譲渡

を行い、平成25年5月には第三者割当増資を行い、それらで得た資金により新規出店、改装を実施

し、新たな優良店舗開発のサイクルを構築する計画を進めてまいりました。出店につきましては若

干の遅れのあるものの、ほぼ予定通り進行しております。 

今回、当社顧問であり、本年12月の臨時株主総会における取締役選任議案の承認可決及びその後

開催される取締役会における代表取締役の選定決議をもって代表取締役社長に就任する予定である

大西好祐氏から取締役会に対し、これまで進めてきたフランチャイズ主体への構造転換を継続しつ

つ従来の持ち帰り寿し店舗にプラスワンの価値を付与できる宅配事業や、マーケット拡大を目指す

海外事業の強化等の経営の方向性が示されております。また大西氏からはそれらの政策を実行する
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にあたり当社に対して株式会社小僧寿しの代表取締役としての責任だけではなく大株主として応分

の責任を負いたいとの意思表示が顧問就任当初からあり、改めてその内容について大西氏に確認を

とったところ、業績に起因する自己資本比率の低下に懸念があることから昨年の茶月事業譲受（注

１）の資金及び運転資金として借り入れた資金の債務等６億25百万円の一部を返済し、今後長期借

入を抑制しこれまでの借入に対しては可能な限り期日前返済を行っていきたいとの方向性を示して

おり、当社取締役会はその提案内容について当社が行ったエクイティファイナンスの頻度や発行株

式数を鑑み、今期実施している第三者割当により増加した株式による希薄化を加味しても、財務基

盤の安定に寄与し既存の株主の利益につながると判断し、それに同意いたしました。 

（注１） 平成24年10月1日に当社連結子会社である株式会社茶月東日本において、株式会社春陽堂お

よびその子会社である株式会社茶月から関東における持ち帰り寿し業態「茶月」「神田一

番寿司」等の事業を譲受しております。当社グループの持ち帰り寿し事業である小僧寿し

業態との相乗効果及び当社子会社の株式会社東京小僧寿しとの購買、物流、商品企画、本

部業務等での協力体制を取ることにより、購買物流業務の効率化、間接部門の共有化、相

互出店立地の補完による売上・シェアの拡大等シナジー効果を得ることを目的としており

ます 

 

３.調達する資金の額、使途及び支出予定期間 

（１）調達する資金の額 

① 払 込 金 額 の 総 額 340,000,125円

② 発 行 諸 費 用 の 概 算 額 10,000,000円

③ 差 引 手 取 概 算 額 330,000,125円

（注１）発行諸費用の概算額には、消費税等は含まれておりません。 

（注２）発行諸費用の概算額は、書類作成費用、弁護士費用、登記費用、候補先調 

査費用、その他費用を合わせ、10百万円を見込んでおります。 

 

（２）調達する資金の具体的な使途 

具体的な使途 金額 支出予定時期 

金融機関に対する借入金の返済 ３億30百万円 平成26年１月～平成26年４月 

（注１） 調達資金を実際に支出するまでは、銀行口座にて管理いたします。 

（注２） 平成25年9月30日現在の借入金残高は下表のとおりとなります。 

今回調達する資金を以下のいずれの借入金残高の返済に充当するかは未定であります。 

 借入目的 借入先数 当初借入金額 残高 借入日 借入期間 

短期借入金 運転資金 ２社 ２億円 ２億円 平成25年８月 
平成25年８月～

平成26年２月 

茶月事業の営業権譲受に 

係る費用 
１社 ８億円 ３億34百万円 平成24年９月 

平成24年９月～

平成27年９月 長期借入金 

 
運転資金 １社 １億円 91百万円 平成25年６月 

平成25年６月～

平成28年６月 

 

 

 

４.資金使途の合理性に関する考え方 

上記の手取概算額３億30百万円については、前述の「３（２）調達する資金の具体的な使途」に

記載のとおり、金融機関からの借入金６億25百万円の返済の一部に充当させていただきます。調達

した資金を取引金融機関への期日前返済の原資として充当することは有利子負債を減じ支払利息の

総額が減らせることから当社の財務基盤の安定化につながり、その資金の使途には充分に合理性が

あるものと判断しております。 
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５.発行条件等の合理性 

（１）払込金額の算定根拠及びその具体的内容 

発行価格につきましては、本第三者割当に係る取締役会決議日の直前営業日（平成25年11月７

日）の東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場における当社普通株式の、直前営業日終値である211円と

いたしました。なお、当該発行価格につきましては、直前営業日までの過去６ヶ月間の終値の平均

値227円からのディスカウント率が7.0％、直前営業日までの過去３ヶ月間の終値の平均値192円か

らのプレミア率が9.9％、直前営業日までの過去１ヶ月間の終値の平均値205円からのプレミア率が

2.9％であります。 

日本証券業協会の「第三者割当増資の取扱いに関する指針」（平成22年４月１日）では、原則と

して株式の発行に係る取締役会決議の直前日の価格（直前日における売買がない場合は、当該直前

日からさかのぼった直近日の価格）を基準として決定することとされております。同指針を踏まえ、

当社取締役会は市場価格である本第三者割当増資に係る取締役会決議日の直前営業日の終値を発行

価格基準とすることが、割当予定先に対して一方的に有利な条件ではなく、少数株主の利益を棄損

しないとの判断にいたり、当該価格を決定いたしました。払込金額が割当予定先に特に有利でない

ことに係る適法性に関する監査役の意見等は、以下のとおりです。 

本日開催した本第三者割当に係る取締役会に出席した監査役２名（うち社外監査役１名）は、本

第三者割当の実施を決議した取締役会において、発行価格である211円は、当該取締役会決議日の

直前営業日の東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場という客観的な市場価格を基準に算定されており、

また日本証券業協会の「第三者割当増資の取扱いに関する指針」に準拠して算定されたものであり、

上記発行価格が割当予定先に特に有利な金額又は特に有利な条件による発行には該当しない旨の意

見を表明しております。 

当社取締役会は上記意見を踏まえ、本第三者割当による新株式の発行を決議したものであります。 

 

（２）発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

本第三者割当により増加する株式数は1,611,375株（議決権16,113個）であり、本第三者割当に

より、当社の平成25年10月25日現在の発行済株式数16,142,463株（総議決権数161,226個）に対し

て9.98％の割合（総議決権に対する割合9.99％）で希薄化が生じることとなります。 

 なお、当社は平成25年５月10日にも第三者割当増資を決議しており、同月27日に発行しておりま

す（以下「別件第三者割当増資」とする）。別件第三者割当増資により発行された株式2,032,524

株と本第三者割当増資により発行される新株式1,611,375株の合計は3,643,899株であり、平成24年

12月31日現在の発行済株式数14,109,939株に対する割合は25.83％（総議決権に対する割合

25.86％）で希薄化が生じます。 

しかしながら、本第三者割当増資は、今後長期借入を抑制しこれまでの借入に対しては可能な限

り期日前返済を行っていく方針によるものであることや、有利子負債を減じることで支払利息の総

額が減らせることができることから、中長期的な観点からは株主の皆様の利益の向上につながるも

のと考えております。 

したがって、当社としては、本第三者割当により一時的な株式の希薄化は生じるものの、その効

果を鑑み、本第三者割当の発行数量及び株式の希薄化の規模は合理的であると判断しております。 

  

 

６．割当予定先の選定理由等 

（１）割当予定先の状況  

① 氏名 大西 好祐 

② 住所 東京都港区 

③ 
上場会社と 

当該個人との間の関係 
当社顧問 

④ 当社への出資状況 ０株 

（注１） 割当予定先の概要及び提出者と割当予定先との間の関係の欄は、特に記載のない限り平成25 

年11月８日現在のものであります。 
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（注２) 大西好祐氏は、第三者機関である株式会社ディー・クエストによる調査の結果暴力団等とは 

一切関係がないことを確認しており、その旨の確認書を株式会社東京証券取引所に提出して 

おります 

（注３) 大西好祐氏は、平成25年12月３日の当社臨時株主総会における取締役選任議案の承認可決お 

よびその後開催される取締役会における代表取締役の選定決議をもって、代表取締役社長に 

就任する予定であります。 

 

（２）割当予定先の選定理由 

平成25年10月３日に当社顧問に就任し代表取締役社長に就任する予定である大西好祐氏から、大

株主としても責任を負いたいとの申し出を就任当初から受けておりました。当社取締役会はこれま

でその内容、目的について大西氏に確認を取り検討した結果、その提案内容が当社の財務基盤の安

定に寄与すること、既存の株主の不利益にならないことを理解し、本日の取締役会で承認いたしま

した。 

当社では今回の大西氏の提案を受け慎重に検討を重ねましたが、あくまでも代表取締役就任まで

に株式を取得し責任を負いたいとの意思を示すこと、また調達した資金を取引金融機関への期日前

返済の原資として充当することは有利子負債を減じ財務基盤の安定化を図ることが目的であること

から、第三者割当増資による資金調達方法を選択いたしました。 

 

（３）割当予定先の保有方針 

当社は、当社株式について、大西好祐氏との間で継続保有に関する書面での取り決めは行ってお

りません。しかしながら、大西好祐氏につきましては今後代表取締役として経営を担い企業価値を

高めていく立場であること、また株主としての責任を負うため取得に至った経緯から中長期的に保

有いただけるものと考えており、口頭でもその旨の意思確認を行っております。 

なお、当社は、割当予定先から、割当予定先が払込期日から２年以内に本件第三者割当により発

行される当社普通株式の全部又は一部を譲渡した場合には、その内容を当社に対し書面により報告

すること、当社が当該報告内容を株式会社東京証券取引所に報告すること、並びに当該報告内容が

公衆の縦覧に供されることに同意することにつき、確約書を取得する予定です。 

 

（４）割当予定先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 

当社は割当予定先である、大西好祐氏の資金につきましては、大西氏個人所有の不動産を担保と

して有限会社佐藤総合企画（注１）から３億40百万円を超える資金が振り込まれていることを債務

弁済契約等公正証書及び大西氏の預金通帳の写しにより確認させていただいており、本第三者割に

必要な資金の存在について確認しております。今回借入を行った相手先との関係につきましては、

佐藤大央氏と大西氏が共通の知人を介し今回の債務弁済契約を締結したものであります。 

（注１） 有限会社佐藤総合企画は当社株主である株式会社夢真ホールディングスの株主であり、同社

取締役である佐藤大央氏の経営している会社であります。なお第三者機関である株式会社Ｔ

ＭＲによる調査の結果、有限会社佐藤総合企画が反社会的勢力とは一切関係のないことを確

認しております。 
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７．募集後の大株主及び持株比率 
 

募集前 募集後 

イコールパートナーズ株式会社 5.58％ 大西 好祐 9.08％

テンプスタッフフォーラム株式会社 5.58％ イコールパートナーズ株式会社 5.08％

株式会社アドバンスドキャピタル 5.04％ テンプスタッフフォーラム株式会社 5.07％

株式会社夢真メディカルサポート 3.78％ 株式会社アドバンスドキャピタル 4.58％

株式会社ラックランド 2.10％ 株式会社夢真メディカルサポート 3.43％

三谷産業株式会社 2.09％ 株式会社ラックランド 1.91％

日成ビルド工業株式会社 2.04％ 三谷産業株式会社 1.90％

株式会社ユニテックソフト 1.89％ 日成ビルド工業株式会社 1.85％

株式会社ＳＢＩ証券 1.87％ 株式会社ユニテックソフト 1.72％

株式会社夢真ホールディングス 1.79％ 株式会社ＳＢＩ証券 1.70％
 

（注１）新株式発行前の大株主構成は平成25年10月25日時点の株主名簿を基に、平成25年11月８日ま 

でに大量保有報告書等により異動が確認できるものにより作成しております。 

（注２）発行済株式数に対する持株比率の割合及び割当後の発行済株式数に対する持株比率の割合は、 

小数点以下第３位を四捨五入して表示しております。 

（注３）本第三者割当の割当予定先以外の株主（新株式発行前からの株主）の発行済み株式数に対す 

る所有株式数の割合及び割当後の所有株式数に対する持株比率の割合については、平成25年 

10月25日より平成25年11月８日までに大量保有報告書等により異動が確認できるもの以外に 

保有株式数に変更がないとの前提で計算したものであります。 

（注４）平成25年11月８日開示の「募集新株予約権（有償ストックオプション）の発行に関するお知 

らせ」のとおり、大西好祐氏に平成25年11月28日を割当予定日とする新株予約権17,200個 

（新株予約権の行使により交付を受けることができる株式の総数：普通株式1,720,000株 

（第三者割当後の発行済株式に対する割合9.69％））を有償にて発行しております。 

なお当該新株予約権につきましては上記計算には含めておりません。 

 

８．今後の見通し 

本第三者割当増資による当社の平成25年12月期の業績に与える影響は軽微であります。 

 

９．企業行動規範上の手続に関する事項 

本件第三者割当は、支配株主の異動を伴うものではないものの、別件第三者割当増資と合わせた

場合希薄化率が25％を超えることから、東京証券取引所の定める有価証券上場規程第432条に定める

独立第三者からの意見入手または株主の意思確認手続きが必要となります。 

当社が行ったエクイティファイナンスの頻度や発行株式数を鑑み、少数株主が不利益を被らない

かを公平性の高い第三者に判断していただくために、当社は経営者から一定程度独立していると認

められる社外監査役の高谷 覚氏（当社の独立役員として東京証券取引所に届け出ております。）に

対し、本第三者割当に係る調達する資金の金額および支出予定期間、募集の目的および調達方法の

選択理由等の説明を行うとともに、質疑回答いたしました。高谷 覚氏は、上記の説明等を踏まえ、

本第三者割当の必要性と相当性について慎重に検討を行った結果、本第三者割当は有利子負債を減

じ支払利息の総額が減らせることからその必要性を認め、また第三者割当を選択した理由に不自然

な箇所は認められず発行価格が割当予定先に特に有利な条件ではなく相当であることを認めること

から、当社に対し、平成25年11月７日付でその旨の意見書を提出しております。 
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 10．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

（１）最近３年間の業績（連結）（単位：百万円） 

 平成22年12月期 平成23年12月期 平成24年12月期 

売 上 高 22,354 20,447 20,199 

営 業 利 益 △398 △140 △644 

経 常 利 益 △314 △91 △611 

当 期 純 利 益 △766 △907 △878 

１株当たり当期純利益

（ 円 ） 
△59.14 △70.07 △65.73 

１ 株 当 た り 配 当 金

（ 円 ） 
― ― ― 

１ 株 当 た り 純 資 産

（ 円 ） 
253.31 183.24 131.60 

 

（２）現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況（平成25年10月25日現在） 

種    類 株  式  数 発行済株式数に対する比率

発 行 済 株 式 数 16,142,463株 100％

現時点の転換価額（行使価

額）における潜在株式数 
―株 ―％

下限値の転換価額（行使価

額）における潜在株式数 
―株 ―％

上限値の転換価額（行使価

額）における潜在株式数 
―株 ―％

 

（３）最近の株価の状況 

 ① 最近３年間の状況 

 平成22年12月期 平成23年12月期 平成24年12月期 

始  値 177円 103円 148円

高  値 190円 175円 480円

安  値 74円 87円 130円

終  値 103円 145円 259円

 

② 最近６か月間の状況 

 平成25年5月 平成25年6月 平成25年7月 平成25年8月 平成25年9月 平成25年10月 

始  値 255円 300円 226円 221円 170円 201円

高  値 362円 301円 234円 221円 204円 222円

安  値 253円 218円 216円 167円 167円 180円

終  値 300円 225円 221円 169円 200円 211円

 

③ 発行決議日前日における株価 

 平成25年11月７日現在 

始  値 210円

高  値 212円

安  値 208円

終  値 211円
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（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

  ・第三者割当増資 

発 行 期 日 平成24年８月31日 

調 達 資 金 の 額 272,000,720円（差引手取概算額） 

発 行 価 額 304円 

募集時における 

発 行 済 株 式 数 
13,188,884株 

当該募集による 

発 行 株 式 数 
921,055株 

募集後における 

発行済株式総数 
14,109,939株 

割 当 先 

第三者割当の方法により、各328,948株を日成ビルド工業株式会社と株式 

会社ラックランドに、164,474株を株式会社ＳＩＧに、98,685株をリーテイ 

ルブランディング株式会社に割当。 

発行時における 

当初の資金使途 
新店舗設営プロジェクトと既存店への設備投資 

発行時における 

支 出 予 定 時 期 
平成24年９月～平成25年12月 

現時点における 

充 当 状 況 
新規出店費用および既存店への設備投資として充当済 

 

発 行 期 日 平成25年５月27日 

調 達 資 金 の 額 475,400,904円（差引手取概算額） 

発 行 価 額 246円 

募集時における 

発 行 済 株 式 数 
14,109,939株 

当該募集による 

発 行 株 式 数 
2,032,524株 

募集後における 

発行済株式総数 
16,142,463株 

割 当 先 

第三者割当の方法により、609,757株を株式会社夢真メディカルサポート

に、各304,879株を株式会社ユニテックソフト、株式会社我喜大笑に、

813,009株を株式会社アドバンスドキャピタルに、それぞれ割り当てる。 

発行時における 

当初の資金使途 
新店舗設営プロジェクトと既存店への設備投資 

発行時における 

支 出 予 定 時 期 
平成25年７月～平成26年12月 

現時点における 

充 当 状 況 
新規出店費用として一部充当済 
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11．発行要項 

 

（１）発行新株式数 普通株式 1,611,375株 

（２）発行価額 １株につき金211円 

（３）発行価額の総額 340,000,125円 

（４）資本組入額 170,805,750円（１株につき 金106円） 

（５）募集または割当方法 第三者割当の方法による 

（６）申込期日  平成25年11月28日（木） 

（７）払込期日  平成25年11月28日（木） 

（８）割当先および割当株式数  第三者割当の方法により、1,611,375株を大西好祐氏に割り当てる。 

（９）その他          前記各号については、金融商品取引法による有価証券届出書の効力発

生を条件とする。 

 

以 上 

 


